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はじめの 

いっぽ通信 

今年もよろしくお願い申し上げます 

 いつも温かなご支援をありがとうございます。 

ひつじのように争いや対立とは無縁の年でありますようお祈り申し上げます。 

 

 

みんな、負けるな！ 

ふるさと宅急便 

12 月に入ると町中が華やかで、道行く人もどこか楽しそう

な表情をしています。若者の貧困が心配される昨今、一宮

学園出身の子どもたちは、どんな暮らしをしているでしょう。

どうか自分に負けないで毎日を大切にすごしてほしいと願

いを込めて、宅急便を送りました。 

 

【内容】米、切り餅、かき餅、きな粉、レトルトカレー、お菓子、リップク

リーム、ネックウォーマー、職員のメッセージ付きのクリスマスカー

ド など         ２４人へ１２月中旬に発送 

事業報告1 

・・・R さんからお礼のお手紙が届きました・・・ 

 

それと、仕事が休みの日には、また帰ります。 

あったときはよろしくです。またお世話になるかもわからないけど、色々

ありがとう。 

2015 
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第 3回 一宮学園で映画を観よう！ 

 

◆収支報告 

収入  協賛金 

    参加費 

    寄付・募金箱 

    合計 

支出  DVD レンタル 

    通信費 

    消耗品・備品 

    当日弁当他 

    合計 

残金 はじめのいっぽ基金へ 

11 月 8 日（土）  

映画『1/4 の奇跡』を二部構成で開催し、総勢６６人の

皆様にご参加いただきました。 

上映を応援してくださいました協賛者の皆様にはこ

の場をお借りしてご報告申し上げます。 

ありがとうございました。 

◆参加 

人数   
おとな 

高校生

以下 
就学前 横計 

第１部    23 人 6 人 3 人 32 人 

第２部 33 人 1 人 0 人 34 人 

縦計 56 人 7 人 3 人 66 人 

 

 

事業報告2 

子どもメッセンジャーが当会について 

皆様に紹介しているところです。 

 （円） 

２８６，０００ 

１５，５００ 

１４，３１４ 

３１５，８１４ 

４６，６８３ 

１７，４８２ 

２８、３５９ 

１１，０３６ 

１０３，５６０ 

２１２、２５４ 
映画終了後、余韻に浸って・・・ 

 

 
◆アンケートの声 

アットホームでよかった / こまかい配慮がよかった / 子

どもも一緒に観ることが出来る / 赤ちゃんが眠ったらブラ

ンケットをかけてくれた / 映画の内容がよかった / 古代

の人と障がいの方とが宇宙でつながっているという表現が素

敵 / 障がい者や弱者を社会で支えていくことの大切さを

感じた / 生まれてくる命すべてに意味があること、ありの

ままの自分でいることが必要であることがわかった / 児

童養護施設の現状を知ることができてよかった / グルー

プトークでは他の人の思いや感想、意見が聞けてよかった / 

映画会はずーっと続けてほしい     ほか 

 

 

第２部のグループトークでは、映画の感

想や児童養護施設出身の子どもの自立

の大変さについて、熱っぽく話し合って

くださいました。この出会いに感謝です。 

赤ちゃん連れでも安心の第一部、映画のあとに語り合い、人とつな

がることができる第二部。それぞれ楽しんでいただけたようです。 

ありがとうございました。 また来年お会いしましょう！ 
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時折、少年院にいるAくんから加賀さんに手紙が届いていました。そこには感謝の言葉とともに明日へ踏み出

そうとする気持ちもつづられ、いっぽ事務局も胸が熱くなったのを覚えています。 

いっぽから A くんの支援内容は、少年院面接時の交通費、クレーン運転士の資格取得のための参考書、自動車

免許教習所費用の一部貸付（返済済み）です。皆様のご寄付を使わせていただき感謝申し上げます。 

  

施設を巣立つ子たちの中には、家庭復帰する子

より、今は高校を卒業して自立をしていく子が多く

なってきています。その中でも、今回のＡくんは数

少ない家庭復帰をした一人です。中学2年の夏に、

本児・家族の意向、家庭での環境の改善が見られ

たこともあり、家庭復帰が決定しました。しかし、家

庭復帰したといって、すべてがうまく行くわけでは

ありません。幼児のころから生活してきた施設生活

から一変することは、本児にとっては計り知れない

ストレスがかかりました。そして、それは同様に母親

にもプレッシャーとして負荷がかかっていたのかも

しれません。母子関係が悪化し、本児は家に帰るこ

とが少なくなりました。また、母も本児に関心を持

たなくなっていきました。そして、Ａくんは、中学卒

業後、進学はせずに、家を出て建築業の道へ進む

ことを決意、職場での寮生活を始めました。しか

し、15 歳での就職です。そんなに易しいことではあ

りません。それでも、今までの生活に比べればとの

思いで、懸命に勤めてきましたが、給料も低賃金の

まま、待遇の改善もなく、1 年半で退社。その後、縁

あって電気工事店で勤めることとなりました。仕事

面については、至って真面目であったと、当時の電

気工事店の専務から、後日、話を伺いました。しか

し、生活面では一番多感な時期にしつけをされず

に、サポートをしてあげる大人がいなかったので、

荒れていくのは当たり前の結果でした。そして、飲

酒をし、事件を起こし、少年院に入ることとなった

のです。 

 逮捕された当時、担当の国選弁護士が身元引受

人について、母になってほしいとお願いしたらしい

のですが、疎遠状態になっていた本児のために 

は引き受けられないとしてこれを拒否。その後、 

学園に依頼が入り、本児の学園時代の真面目な生

活の様子を勘案し、了解することとしました。私は、

園長の代理として、そして当時の担当職員という

こともあり、3 ヶ月に 1 度くらいの割合で少年院に

面会にいきました。また、時には集団保護者会にも

参加をしました。この時は、他の入院中の保護者と

も顔を合わせるわけですが、高級外国車に乗って

くる親、外国の方で片言の日本語しか話せない親、

金髪の息子を連れてくる親などいろんな方を見か

けました。しかし、逆に周りの親御さんからは、私を

見て『これ親じゃないだろうな、何者？』と思われ

ていたことでしょう。結局、親以外で来ていたのは

私だけだったと思います。そして、保護者会の際

に、教官の方に「本日、3 人の保護者の方は欠席で

した。その子たちは、面会もありませんし、身元引受

人が決まっていないので、仮退院も難しいので

す。」と親のサポートの重要性を痛感しました。 

昨年8月末、約 1年の矯正教育を終え、仮出院を

し、学園の職員宿舎を利用しながらの生活が始ま

りました。まもなくアルバイトをはじめたものの、当

面の生活費は相当困窮していたと思います。それ

でも、Ａくんの実直な性格も相まって、生活費を切

り詰めてなんとか生活することができました。ま

た、アルバイトをして貯めたお金と後援会からの支

援により、最終的には運転免許も取得することが

来ました。 

現在は、まだ仮出院中ではあるものの、保護観

察所の許可を得て、学園外での生活を始めていま

す。まだまだ手放しで安心はできませんが、こうし

て一歩一歩前に踏み出して頑張る姿に、最近は私

自身が支えてもらっているような気がしています。 

ケア部門統括副主任 加賀孝幸 

 

再び歩み出した Aくん 
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一宮学園自立支援はじめのいっぽ後援会 

〒299-4301 千葉県長生郡一宮町一宮 389 番地一宮学園内 

事務局 電話 080-6535-0977（荒木） 

E-MAIL : hajimeno.1.2.3po@gmail.com 

 

【編集後記】 

埼玉県川口市で 17歳の少年が祖父母を殺害する事件が起きました。少年は、学校にも行けず母と義父か

ら虐待を受け、寝床はラブホテル。お金がないと公園で野宿したといいます。母からの命令により身内に

金の無心をし続け、とうとう祖父母を殺害してしまいました。多くの方がその生い立ちに涙されたことで

しょう。どうかこの少年に愛と教育が受けられますよう、祈らずにいられません。 

所在不明児は全国に 141 人いるとされ、そこには虐待やDV、貧困が見え隠れしています。 

今号は Good News Caféに紙面を割いたので、『シリーズ子どもと貧困』は次号に掲載いたします。（ひで） 

◆一般寄附の方のご紹介◆ 平成25年8月から 11月まで 

         （敬称略 順不同 末尾数字は件数） 

高師和美 / 竹内由紀子④ / 藤京子 / 一宮町ネイチャ

ークラブ / にじと風福祉会 / ファミリーサポートさくらん

ぼ / 山田京子 / 匿名 2名 

 

◆募金箱◆ 

一宮学園で映画を観ようの参加者の皆様 

 

●支援のお願い● 

郵便局 口座番号 00170-8-663629 一宮学園自立支援はじめのいっぽ後援会 

  ★他金融機関からの振込用口座は・・・店０１９ 当座 ０６６３６２９ 

 

物による支援は保管場所がないため、ニーズにあったものを頂戴したいと思います。 

まずは 080-6535-0977 荒木まで ご連絡をお願いします。 

 

 

 

◆一宮学園で映画を観よう 協賛者様ご紹介◆                （敬称略 順不同） 

（株）いしばし / にじと風福祉会 / 田島誠 / 橋本悦子 / 古山吹子 / 松葉博子 / 宍倉正胤 

/ CAP ぽけっと / 金澤輪業 / 清水医院 / いたみや / 荒留商店 / （株）角八商店 / 大勝

堂 / かねきち / （有）東金屋 / 三楽製菓 / （有）あづまや食品 / 小柳昭彦 / いげた塗装 

/ 糸瀬悦子 / （株）小名屋 / （有）新加藤 / 水谷直彦 / マルノ洋品店 / 白井陽 / 大塚節

子 / （株）小髙モータース / （株）福辺工業所 / 久我薬局 / 伊勢仁商店 / 三芳堂 / （有）

魚平 / 伊勢化学工業（株） / よねもと整形外科 / 大橋幸子 / 海洋写真工房 / 匿名 2名 

◆ふるさと宅急便寄付ご紹介◆         

（敬称略 順不同） 

高師和美 / にじと風福祉会 / 大

谷志津恵 / 御領恵美子 / 習志

野市民生委員児童委員協議会藤崎地

区 / 匿名 1 名 

皆様ありがとうございました 

mailto:hajimeno.1.2.3po@gmail.com

